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東京大学木曽観測所の広視野CMOSカメラTomo-e Gozenは, 2 fpsの動画サーベイ観測により突発天体や移動
天体を検出している. 効率の良い検出には単位時間内に取得する有効データの量を増やすことが求められるが, 地
上観測では雲による遮蔽がその妨げとなる. 現在Tomo-e Gozenには, 全天赤外線カメラにより雲分布を 1分間隔
で把握し雲を避けたサーベイ経路を選定するシステムが実装されている (2023年春季年会 V233a 津々木ら). し
かし本システムでは雲分布の測定から最適化計算, 望遠鏡の指向およびデータ取得までに 5-10分かかるため, こ
の間に雲分布が変化すると観測領域の最適化が阻害される. そこで本研究はサーベイ経路の選定の性能向上のた
めに, 深層学習を用いて近未来の雲分布予測を実施した. 過去 10分間のデータから未来 10分間のデータを予測
するために, Convolutional GRUネットワークを用いて連続する 10フレーム (10分に相当)からその後に続く 10
フレームを予測するモデルを構築した. 過去 1年間に取得した計 46万フレームの時系列画像データを訓練データ
とし, NVIDIA A100 GPUを用いて 191時間計算した結果, 突発的な雲の出現や消失の予測は難しい一方で現存
する雲の近未来の動きを捉えることに成功した. 予測画像から作成した最大値画像を基に 10分以内に雲が存在す
る可能性の高い領域分布を導出し, サーベイ経路の選定システムに反映させた. 本講演では雲分布予測の正解率と
サーベイでのデータ破棄量の改善について深層学習モデルを取り入れなかった場合と比較した結果を紹介する.


